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   Ｇ０６Ｆ   3/0485   (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/0488   (2013.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月17日(2017.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部を備えた電子機器であって、
　触感を発生する対象となる表示コンテンツを特定する特定手段と、
　前記表示部の画面のスクロール操作時に、前記特定手段で特定された前記表示コンテン
ツと前記画面の特定の位置との距離が特定距離以内になると、触感を発生させる発生部と
、
　前記スクロール操作におけるスクロール速度が遅い場合よりも速い場合の方が前記特定
距離を大きく設定する制御手段とを有することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記制御手段は、触感の発生時間を前記特定距離に関わらず一定時間とすることを特徴
とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記特定手段で特定された前記表示コンテンツと前記画面の特定の位
置との位置関係に応じて、発生させる触感の種類を変更することを特徴とする請求項１又
は２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記スクロール速度が予め設定された速度より低い場合、触感を発生
させないことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記制御手段は、画面に対する操作部材の接触があるか否かに応じて、発生させる触感
の種類を変更することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　再生速度を可変として動画を再生して表示部に表示する電子機器であって、
　触感を発生する対象となる、動画中のシーンを特定する特定手段と、
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　動画再生時に、前記表示部の画面に表示されている前記動画のシーンと、前記特定手段
で特定されたシーンとの表示順における距離が特定距離以内になると、触感を発生させる
発生部と、
　前記再生速度が遅い場合よりも速い場合の方が前記特定距離を大きく設定する制御手段
とを有することを特徴とする電子機器。
【請求項７】
　表示部を備えた電子機器の制御方法であって、
　触感を発生する対象となる表示コンテンツを特定する特定ステップと、
　前記表示部の画面のスクロール操作時に、前記特定ステップで特定された前記表示コン
テンツと前記画面の特定の位置との距離が特定距離以内になると、触感を発生させるステ
ップとを有し、
　前記スクロール操作におけるスクロール速度が遅い場合よりも速い場合の方が前記特定
距離を大きく設定することを特徴とする電子機器の制御方法。
【請求項８】
　再生速度を可変として動画を再生して表示部に表示する電子機器の制御方法であって、
　触感を発生する対象となる、動画中のシーンを特定する特定ステップと、
　動画再生時に、前記表示部の画面に表示されている前記動画のシーンと、前記特定ステ
ップで特定されたシーンとの表示順における距離が特定距離以内になると、触感を発生さ
せるステップとを有し、
　前記再生速度が遅い場合よりも速い場合の方が前記特定距離を大きく設定することを特
徴とする電子機器の制御方法。
【請求項９】
　表示部を備えた電子機器を制御するためのプログラムであって、
　触感を発生する対象となる表示コンテンツを特定する処理と、
　前記表示部の画面のスクロール操作時に、前記特定された前記表示コンテンツと前記画
面の特定の位置との距離が特定距離以内になると、触感を発生させる処理と、
　前記スクロール操作におけるスクロール速度が遅い場合よりも速い場合の方が前記特定
距離を大きく設定する処理とをコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項１０】
　触感の発生時間を前記特定距離に関わらず一定時間とすることを特徴とする請求項９に
記載のプログラム。
【請求項１１】
　前記特定された前記表示コンテンツと前記画面の特定の位置との位置関係に応じて、発
生させる触感の種類を変更することを特徴とする請求項９又は１０に記載のプログラム。
【請求項１２】
　前記スクロール速度が予め設定された速度より低い場合、触感を発生させないことを特
徴とする請求項９乃至１１のいずれか１項に記載のプログラム。
【請求項１３】
　画面に対する操作部材の接触があるか否かに応じて、発生させる触感の種類を変更する
ことを特徴とする請求項９乃至１２のいずれか１項に記載のプログラム。
【請求項１４】
　再生速度を可変として動画を再生して表示部に表示する電子機器を制御するためのプロ
グラムであって、
　触感を発生する対象となる、動画中のシーンを特定する処理と、
　動画再生時に、前記表示部の画面に表示されている前記動画のシーンと、前記シーンと
の表示順における距離が特定距離以内になると、触感を発生させる処理と、
　前記再生速度が遅い場合よりも速い場合の方が前記特定距離を大きく設定する処理とを
コンピュータに実行させるためのプログラム。
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